
(57)【要約】

　最小侵襲装置（図７を参照）は、内側ユニットAと、

中間部Bと、外側ユニットCとを具備する。中間部は、内

側ユニットまたは外側ユニットと一体化された部分であ

り、トロカールポート（５７）を通して刺入するように

設計されており、内側ユニットＡの最大横寸法よりも十

分小さい最大横寸法を有する。内側ユニットは、例えば

手術用ステープラヘッドの形態であり、ハンドポート（

６０）を介して体腔（５８）内へと刺入され、中間部B

を介して外側ユニットCと合体され、手術終了後、ハン

ドポート（６０）を介して体腔から引き抜かれる。内側

ユニットの最大横寸法は、トロカールポートの内部開口

より十分に大きくなっている。更に、内側ユニットと外

側ユニットの有効な連結・分離のために、結合手段が設

けられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 部 が 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 体 腔 壁 に あ る 少 な く と も 二 つ の 、 つ ま り 第 一 及 び 第 二 切 開 部
を 介 し て 組 み 立 て ら れ 、 操 作 中 に 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し て 刺 入 さ れ る 、 最 小 外 傷 手 術 の た
め の 最 小 侵 襲 装 置 で あ っ て 、 前 記 装 置 は 、
　 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 と 一 体 化 さ れ た 部 分 で あ り 、 自
由 端 を 有 し 、 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 壁 を 穿 刺 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 内 側
ユ ニ ッ ト の 最 大 横 寸 法 よ り も 十 分 小 さ い 最 大 横 寸 法 を 有 す る 中 間 部 と を 備 え 、 組 み 立 て ら
れ た 手 術 装 置 内 で 、 前 記 中 間 部 は 前 記 ユ ニ ッ ト 間 、 及 び 前 記 第 一 切 開 部 内 に 設 け ら れ て お
り 、
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 へ 刺 入 ま た は 取 出 し が 出 来 る よ う
に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 中 間 部 を 刺 入 す る の に 最 低 限 必 要 な 前 記 第 一 切 開 部 の 最 大 横 寸 法
よ り 十 分 大 き な 最 大 横 寸 法 を 有 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し た 体 腔 内 へ の 刺
入 ま た は 取 出 し を 防 止 し 、
　 更 に 前 記 装 置 は 、 前 記 中 間 部 上 に そ の 一 部 が 配 置 さ れ 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト が 体 腔 内 に あ
る 間 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 間 の 連 結 も し く は 分 離 を 効 果 的 に す る 結 合 手
段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 最 小 侵 襲 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 間 部 の 最 大 横 寸 法 は １ ３ ｍ ｍ を 超 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 間 部 の 最 大 横 寸 法 は １ ０ ｍ ｍ を 超 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 中 間 部 は 一 体 的 な 外 側 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 結 合 手 段 は 前
記 中 間 部 と 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト
を 体 腔 内 へ 刺 入 し 、 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 へ 刺 入 し た 後 で
、 体 腔 内 で 前 記 外 側 部 分 と 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト の 連 結 及 び 分 離 が 出 来 る よ う に な っ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 中 間 部 は 一 体 的 な 内 側 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 結 合 手 段 は 前
記 中 間 部 と 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 前 記 内 側 部 分 を 体
腔 内 へ 刺 入 し 、 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 壁 を 通 し 、 体 腔 内 部 か
ら 外 部 へ と 導 い た 後 で 、 体 腔 を 超 え て 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 内 側 部 分 の 連 結 及 び 切 離 し
が 出 来 る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 中 間 部 の 自 由 端 に は 穿 刺 尖 端 が 設 け ら れ 、 穿 刺 尖 端 は 体 腔 壁 を 刺 し 通 し て 前 記 第 一
切 開 部 を 形 成 し 、 同 時 に 形 成 さ れ た 前 記 第 一 切 開 部 に 前 記 中 間 部 を 刺 入 で き る よ う 設 計 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を 有 し 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト は 外 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を
有 し 、 前 記 中 間 部 を 通 り 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 及 び 内 側 ユ ニ ッ ト 間 で 機 能 的 な 動 作 を 伝 達 す
る よ う に 設 計 さ れ た 伝 達 手 段 が あ り 、 前 記 結 合 手 段 は 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を 前 記 外 側 ユ
ニ ッ ト 本 体 に 連 結 す る た め の ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト は 作 動 手 段 を 有 し 、 前 記 伝 達 手 段 は 駆 動 手 段 で あ り 、 前 記 機 能 的 な 動
作 と は 、 前 記 駆 動 手 段 に よ っ て 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト に 伝 達 さ れ る 前 記 作 動 手 段 の 制 御 動 作 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 中 間 部 の 最 大 横 寸 法 は ６ ｍ ｍ を 超 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 機 能 的 な 動 作 の 伝 達 と は 電 力 の 伝 達 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 電 気 手 術 器 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 機 能 的 な 動 作 の 伝 達 と は 電 磁 妻 ［ 線 ］ の 伝 達 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 カ メ ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 外 科 レ ー ザ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 医 療 用 内 視 鏡 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 組 み 立 て ら れ た 装 置 に お い て 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 は 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 本 体 に 対 し
、 前 記 組 み 立 て ら れ た 装 置 の 縦 軸 方 向 に 回 転 不 能 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 結 合 手 段 は 駆 動 手 段 コ ネ ク タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 組 み 立 て ら れ た 装 置 に お い て 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 は 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 本 体 に
対 し 、 前 記 縦 軸 を 中 心 に し て 回 転 可 能 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 装 置 は 患 者 の 組 織 に 対 し て 複 数 の ス テ ー プ ル を 使 用 す る た め の 手 術 用 ス テ ー プ ラ で
あ っ て 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ と 、 前 記 ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ に
並 置 さ れ 、 患 者 の 組 織 を 縫 合 す る た め に ス テ ー プ ル を 曲 げ る た め の ア ン ビ ル を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 装 置 は 腸 管 輪 状 吻 合 の た め の 輪 状 ス テ ー プ ラ で あ っ て 、 前 記 ア ン ビ ル は 前 記 ス テ ー
プ ル カ ー ト リ ッ ジ の 末 端 に 配 置 さ れ 、 前 記 ア ン ビ ル と ア ン ビ ル 軸 と を 有 す る ア ン ビ ル ユ ニ
ッ ト を 備 え 、 更 に 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 と 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ と 、 少 な く と も 組 織 を ス テ
ー プ ル で 留 め て い る 間 に 前 記 駆 動 手 段 コ ネ ク タ が 外 れ る の を 防 ぐ コ ネ ク タ ロ ッ ク 手 段 と を
含 む カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト を 備 え 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 前 記 ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク
タ に よ っ て 前 記 中 間 部 の 本 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 駆 動 手 段 は 前 記 作 動 手 段 と ア ン ビ ル
軸 を 連 結 す る 少 な く と も 一 つ の 制 御 棒 を 含 み 、 前 記 駆 動 手 段 コ ネ ク タ は 、 前 記 ア ン ビ ル 軸
の 基 部 側 自 由 端 に 配 置 さ れ た ア ン ビ ル 軸 係 合 部 材 と 前 記 制 御 棒 の 末 端 側 自 由 端 に 配 置 さ れ
た 制 御 棒 係 合 部 材 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 、 １ ７ 、 及 び １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 線 状 ス テ ー プ ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 二 切 開 部 に 装 着 さ れ た ハ ン ド ポ ー ト を 通 し て 体 腔 内 に 刺 入
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 二 切 開 部 に 装 着 さ れ た ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 通 し て 体 腔 内 に
刺 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 装 置 は ト ロ カ ー ル 装 置 で あ っ て 、 前 記 外 側 部 分 は 、 密 封 手 段 の 付 い た ト ロ カ ー ル ポ
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ー ト と 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 中 間 部 と 、 保 護 手 段 を 有 す る 穿 刺 手 段 と を 含 む ト ロ カ
ー ル ポ ー ト ユ ニ ッ ト で あ り 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 穿 刺 手 段 に よ り 前 記 第 一 切 開 部 を
形 成 し 、 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 外 部 か ら 内 部 へ と 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト の 末 端 部 を
通 し た 後 に 、 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 体 腔 壁 に 固 定 す る た め に 、 体 腔 内 の 前 記 ト ロ カ ー ル
ポ ー ト に 連 結 さ れ た 内 部 固 定 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 装 置 は ト ロ カ ー ル 装 置 で あ り 、 前 記 内 側 部 分 は 、 密 封 手 段 の 付 い た ト ロ カ ー ル ポ ー
ト と 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 中 間 部 と 、 保 護 手 段 を 有 し た 穿 刺 手 段 と を 含 む ト ロ カ ー
ル ポ ー ト ユ ニ ッ ト で あ り 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 穿 刺 手 段 に よ り 前 記 第 一 切 開 部 を 形
成 し 、 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 部 か ら 外 部 へ と 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト の 末 端 部 を 通
し た 後 に 、 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 体 腔 壁 に 固 定 す る た め に 、 体 腔 外 の 前 記 ト ロ カ ー ル ポ
ー ト に 連 結 さ れ た 外 部 固 定 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 体 腔 壁 に あ る 少 な く と も 二 つ の 、 つ ま り 第 一 及 び 第 二 切 開 部 を 通 し て 実 施 さ れ る 最 小 外
傷 手 術 用 の 手 術 器 具 セ ッ ト で あ っ て 、 各 々 前 記 第 一 及 び 第 二 切 開 部 に 装 着 さ れ る 、 少 な く
と も 二 つ の 、 つ ま り 第 一 及 び 第 二 ポ ー ト と 、 少 な く と も 二 つ の 、 つ ま り 第 一 及 び 第 二 ポ ー
ト を 通 し て 組 み 立 て ら れ 、 装 置 の 操 作 中 に 、 前 記 第 一 ポ ー ト を 通 し て 刺 入 さ れ る 最 小 侵 襲
装 置 と を 備 え た 手 術 器 具 セ ッ ト で あ っ て 、 前 記 セ ッ ト は
　 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 と 一 体 化 さ れ た 部 分 で あ り 、 自
由 端 を 有 し 、 前 記 第 一 ポ ー ト を 介 し て 体 腔 壁 を 穿 刺 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 内 側
ユ ニ ッ ト の 最 大 横 寸 法 よ り も 十 分 小 さ い 最 大 横 寸 法 を 有 す る 中 間 部 と を 備 え 、 組 み 立 て ら
れ た 手 術 装 置 内 で 、 前 記 中 間 部 は 前 記 ユ ニ ッ ト 間 、 及 び 前 記 第 一 ポ ー ト 内 に 設 け ら れ て お
り 、
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 二 ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 へ 刺 入 ま た は 取 出 し が 出 来 る よ う
に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 中 間 部 を 刺 入 す る の に 最 低 限 必 要 な 前 記 第 一 ポ ー ト の 最 大 横 寸 法
よ り 十 分 大 き な 最 大 横 寸 法 を 有 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 一 ポ ー ト を 通 し た 体 腔 内 へ の 刺
入 ま た は 取 出 し を 防 止 し 、
　 更 に 前 記 セ ッ ト は 、 前 記 中 間 部 上 と 、 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 内 側 ユ
ニ ッ ト が 体 腔 内 に あ る 間 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 間 の 連 結 も し く は 分 離 を
効 果 的 に す る 結 合 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 手 術 器 具 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 中 間 部 は 一 体 的 な 外 側 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 結 合 手 段 は 前
記 中 間 部 と 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 ポ ー ト を 介 し て 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト
を 体 腔 内 へ 刺 入 し 、 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 前 記 第 一 ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 へ 刺 入 し た 後 で
、 体 腔 内 で 前 記 外 側 部 分 と 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト の 連 結 及 び 分 離 が 出 来 る よ う に な っ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 中 間 部 は 一 体 的 な 内 側 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 前 記 結 合 手 段 は 前
記 中 間 部 と 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 ポ ー ト を 介 し て 前 記 内 側 部 分 を 体
腔 内 へ 刺 入 し 、 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 前 記 第 一 ポ ー ト を 介 し て 体 腔 壁 を 通 し 、 体 腔 内 部 か
ら 外 部 へ と 導 い た 後 で 、 体 腔 を 超 え て 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と 前 記 内 側 部 分 の 連 結 及 び 切 離 し
が 出 来 る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト は 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を 有 し 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト は 外 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を
有 し 、 前 記 中 間 部 を 通 り 、 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト 及 び 内 側 ユ ニ ッ ト 間 で 機 能 的 な 動 作 を 伝 達 す
る よ う に 設 計 さ れ た 伝 達 手 段 が あ り 、 前 記 結 合 手 段 は 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 を 前 記 外 側 ユ
ニ ッ ト 本 体 に 連 結 す る た め の ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ６ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 二 ポ ー ト は ハ ン ド ポ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の セ ッ ト 。
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【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 一 ポ ー ト の 内 径 は １ ３ ｍ ｍ を 超 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の セ ッ
ト 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 を 形 成 し 、 そ こ に 少 な く と も 一 つ の 第 一 ポ ー ト を 装 着
す る た め に 、 少 な く と も 一 つ の ト ロ カ ー ル 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記
載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 は 、 穿 刺 手 段 の 付 い た ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 含 む ト ロ カ ー ル ポ ー ト ユ
ニ ッ ト と し て の 前 記 内 側 部 分 と 、 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し て 体 腔 内 部 か ら 外 部 へ と 末 端 部 を
導 い た 後 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 体 腔 壁 に 固 定 す る た め に 、 体 腔 外 の 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー
ト に 連 結 さ れ た 外 部 固 定 部 材 と し て の 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ ８ ま た は ３ ２ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 体 腔 壁 に 装 着 さ れ た 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト に 配 置 さ れ た 密 封 部 材 と ト ロ カ ー ル 弁 と を 含
む 密 封 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 穿 刺 手 段 は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト の 末 端 部 に 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 ス タ ッ フ に 接
触 す る の を 防 ぐ た め の 保 護 手 段 が 設 け ら れ た 鋭 利 な 穿 刺 尖 端 を 有 す る 無 栓 子 ユ ニ ッ ト で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 ハ ン ド ポ ー ト と 、 い く つ か の 前 記 第 一 切 開 部 を 形 成 し 、 そ こ に 同 じ 寸 法 の 前 記 第 一
ポ ー ト を 装 着 す る た め に 使 用 さ れ る 、 少 な く と も 一 つ の ト ロ カ ー ル 装 置 と を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ ま た は ３ ２ に 記 載 の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 ハ ン ド ポ ー ト と 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 と 、 少 な く と も 一 つ の 前 記
外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 し 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 共 に 使 用 す る た め に 、 様 々 な 用 途 と 横 寸 法 を 持 つ
複 数 の 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ ま た は ３ ２ に 記 載 の セ ッ
ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 と 一 体 化 さ れ た 部 分 で あ り 、 自
由 端 を 有 し 、 体 腔 壁 を 通 し て そ の 自 由 端 を 刺 入 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 内 側 ユ ニ
ッ ト の 最 大 横 寸 法 よ り も 十 分 小 さ い 最 大 横 寸 法 を 有 す る 中 間 部 と を 備 え 、 更 に 前 記 中 間 部
と 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 外 側 ユ ニ ッ ト の 有 効 な 連 結 及
び 切 離 し が で き る よ う に す る 連 結 部 材 を 備 え た 、 少 な く と も 一 つ の 最 小 侵 襲 装 置 を 用 い て
実 施 さ れ る 最 小 外 傷 手 術 の 準 備 と 実 施 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
　 少 な く と も ２ つ の 、 つ ま り 第 一 お よ び 第 二 切 開 部 を 体 腔 壁 に 形 成 す る ス テ ッ プ 、 前 記 第
二 切 開 部 は そ れ を 通 し て 体 腔 内 に 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト 装 置 を 刺 入 で き る よ う に 設 計 さ れ 、 前
記 第 一 切 開 部 は 、 体 腔 壁 を 通 し て 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 刺 入 で き る よ う に 設 計 さ れ 、 前 記
第 二 切 開 部 お よ び 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト よ り も 十 分 小 さ い 最 低 限 必 要 な 最 大 横 寸 法 を 有 し て お
り 、
　 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 刺 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 壁 を 通 る よ う に 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 導 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 結 合 部 材 に よ っ て 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 し て 手 術 ア セ ン ブ リ
を 組 み 立 て 、 ア セ ン ブ リ の 内 側 部 分 が 体 腔 内 に 配 置 さ れ 、 ア セ ン ブ リ の 外 側 部 分 が 体 腔 外
に 配 置 さ れ 、 前 記 中 間 部 が 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し て 刺 入 さ れ る よ う に す る ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 前 記 手 術 ア セ ン ブ リ に よ っ て 手 術 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 必 要 な 手 術 を 行 っ た 後 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト か ら 切 り 離 し 、 前 記 第 一
切 開 部 か ら 前 記 中 間 部 を 引 き 抜 き 、 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 か ら 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を
取 り 出 す こ と に よ っ て 、 刺 入 さ れ て い た の と 同 じ 切 開 部 を 通 し て 前 記 最 小 侵 襲 装 置 の 構 成
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装 置 を 体 腔 よ り 取 り 除 く ス テ ッ プ と
よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 二 切 開 部 に ハ ン ド ポ ー ト を 取 り 付 け 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 体 腔 内 に 刺 入 し 、 こ の
状 態 を 保 持 し た ま ま 、 前 記 ハ ン ド ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 し た 医 師 の 手 に よ っ て 、 前
記 内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 第 二 切 開 部 は 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 体 腔 内 に 刺 入 で き る よ う な 大 き さ の 内 径 を 有 す
る ト ロ カ ー ル ポ ー ト に 装 着 さ れ た ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 形 成 さ れ 、 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を
介 し て 体 腔 内 に 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 刺 入 し 、 そ の 状 態 を 保 っ た ま ま 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト の
外 側 ユ ニ ッ ト へ の 接 続 を 、 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 介 し て 刺 入 さ れ た 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト ホ
ル ダ ー に よ り 実 施 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 少 な く と も 一 つ の 第 一 切 開 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 内 の ト ロ カ ー ル
ポ ー ト に 装 着 し た ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 ま ず 、 少 な く と も 一 部 の 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 を 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 し
、 次 に 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 を 使 用 し て 体 腔 内 か ら 体 腔 壁 を 穿 刺 し 、 前 記 第 一 切 開 部 を 形 成
し 、 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 前 記 第 一 切 開 部 に 装 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 密 封 手 段 の 付 い た ト ロ カ ー ル ポ ー ト と 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 中 間 部 と 、 鋭 利 な 穿
刺 端 と 保 護 手 段 の 付 い た 着 脱 式 無 栓 子 穿 刺 ユ ニ ッ ト と を 含 む ト ロ カ ー ル ポ ー ト ユ ニ ッ ト の
形 態 の 前 記 内 側 部 分 と 、 外 部 固 定 部 材 で あ る 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト を 有 す る 前 記 ト ロ カ ー ル 装
置 に よ っ て 実 施 さ れ る 方 法 で あ っ て 、
　 ま ず 、 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 の 内 側 部 分 を 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 し 、 更 に
、 前 記 第 二 切 開 部 を 通 し て 操 作 す る 医 師 が 、 前 記 ト ロ カ ー ル 装 置 の 内 側 部 分 に よ っ て 、 体
腔 内 部 か ら 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト が 体 腔 壁 ５ ５ に 当 接 す る ま で 体 腔 壁 を 穿 刺 し て 前 記 第 一 切 開
部 を 形 成 し 、 そ こ に 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 装 着 し 、 次 に 前 記 ト ロ カ ー ル ポ ー ト の 外 部 端
か ら 前 記 着 脱 式 穿 刺 ユ ニ ッ ト を 取 り 除 き 、 そ こ に 前 記 外 部 固 定 部 材 を 装 着 し て 前 記 ト ロ カ
ー ル ポ ー ト を 体 腔 壁 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 自 由 端 に 鋭 利 な 穿 刺 尖 端 が 設 け ら れ た 前 記 中 間 部 を 有 す る 前 記 最 小 侵 襲 装 置 を 用 い
て 実 施 さ れ る 方 法 で あ っ て 、 鋭 利 な 穿 刺 尖 端 を 備 え た 前 記 中 間 部 を 体 腔 壁 に 穿 刺 し た 結 果
と し て 、 前 記 第 一 切 開 部 の 形 成 と 前 記 中 間 部 の 第 一 切 開 部 へ の 刺 入 と を 同 時 に 実 施 し 、 そ
の 後 、 医 師 が 前 記 内 側 を 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 し て 前 記 手 術 ア セ ン ブ リ を 組 み 立 て る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 一 つ の 前 記 第 二 切 開 部 と い く つ か の 前 記 第 一 切 開 部 が 形 成 さ れ て 使 用 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 一 つ の 前 記 第 二 切 開 部 と 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 と 、 様 々 な 用 途 と 横 寸 法 を
持 つ 複 数 の 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と が 使 用 さ れ 、
前 記 様 々 な 内 側 ユ ニ ッ ト を 、 少 な く と も 同 じ 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト に 対 し て 連 結 す る た め に 、
前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 と 一 体 化 さ れ た 部 分 で あ り 、 自
由 端 を 有 し 、 体 腔 壁 を 通 し て そ の 自 由 端 を 導 く よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト
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の 最 大 横 寸 法 よ り も 十 分 小 さ い 最 大 横 寸 法 を 有 す る 中 間 部 と を 備 え 、 更 に 前 記 中 間 部 と 前
記 ユ ニ ッ ト の 一 方 の 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト と 外 側 ユ ニ ッ ト の 有 効 な 連 結 及 び 切
離 し が で き る よ う に す る 連 結 部 材 を 備 え た 、 少 な く と も 一 つ の 最 小 侵 襲 装 置 を 用 い て 実 施
さ れ る 胸 腔 に お け る 最 小 外 傷 手 術 の 準 備 と 実 施 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
　 少 な く と も ２ つ の 、 つ ま り 第 一 お よ び 第 二 切 開 部 を 患 者 の 胸 腔 に 形 成 す る ス テ ッ プ 、 前
記 第 二 切 開 部 は 上 腹 部 の 肋 骨 弓 の 下 か ら 始 ま っ て 胸 腔 を 通 り 、 医 師 の 手 が 胸 腔 に ア ク セ ス
で き る よ う に な っ て お り 、 ま た 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 胸 腔 に 刺 入 で き る よ う に 設 計 さ れ て お
り 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 は 肋 間 隙 に 位 置 し 、 胸 腔 壁 を 介 し て 前 記 中 間 部 の 自
由 端 を 刺 入 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 第 二 切 開 部 お よ び 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト よ り も 十
分 小 さ い 最 低 限 必 要 な 最 大 横 寸 法 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 刺 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 壁 を 通 る よ う に 前 記 中 間 部 の 自 由 端 を 導 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 結 合 部 材 に よ っ て 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 し て 手 術 ア セ ン ブ リ
を 組 み 立 て 、 ア セ ン ブ リ の 内 側 部 分 が 胸 腔 内 に 配 置 さ れ 、 ア セ ン ブ リ の 外 側 部 分 が 胸 腔 外
に 配 置 さ れ 、 前 記 中 間 部 が 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し て 刺 入 さ れ る よ う に す る ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 前 記 手 術 ア セ ン ブ リ に よ っ て 手 術 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 必 要 な 手 術 を 行 っ た 後 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト か ら 切 り 離 し 、 前 記 第 一
切 開 部 か ら 前 記 中 間 部 を 引 き 抜 き 、 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 医 師 の 手 に よ っ て 、 胸 腔 か ら
前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 取 り 出 す ス テ ッ プ と
よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 第 二 切 開 部 は 腹 腔 を 通 り 、 更 に 患 者 の 横 隔 膜 を 通 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 ハ ン ド ポ ー ト を 前 記 第 二 切 開 部 に 装 着 し 、 前 記 内 側 ユ ニ ッ ト を 胸 腔 内 に 刺 入 し 、 こ の 状
態 を 保 持 し た ま ま 、 前 記 ハ ン ド ポ ー ト を 介 し て 胸 腔 内 に 刺 入 し た 医 師 の 手 に よ っ て 、 前 記
内 側 ユ ニ ッ ト を 前 記 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 内 の ト ロ カ ー ル
ポ ー ト に 装 着 し た ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 医 師 は 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 刺 入 し た 手 に よ っ て 手 術 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 機 能 ヘ ッ ド と 作 動 手 段 を 有 す る 、 少 な く と も 一 つ の 最 小 侵 襲 装 置 を 用 い て 実 施 さ れ る 胸
腔 に お け る 最 小 外 傷 手 術 の 準 備 と 実 施 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
　 少 な く と も ２ つ の 、 つ ま り 第 一 お よ び 第 二 切 開 部 を 患 者 の 胸 腔 に 形 成 す る ス テ ッ プ 、 前
記 第 二 切 開 部 は 上 腹 部 の 肋 骨 弓 の 下 か ら 始 ま っ て 胸 腔 を 通 り 、 医 師 の 手 を 胸 腔 に 刺 入 で き
る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 切 開 部 は 肋 間 隙 に 位 置 し 、 前 記 最 小
侵 襲 装 置 の 操 作 を 胸 腔 内 で 行 え る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 前 記 第 二 切 開 部 よ り も 十 分 小 さ
い 最 低 限 必 要 な 最 大 横 寸 法 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 医 師 の 手 を 刺 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 第 一 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 前 記 最 小 侵 襲 装 置 を 刺 入 し て 、 前
記 機 能 ヘ ッ ド が 胸 腔 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 作 動 手 段 が 胸 腔 外 に 配 置 さ れ る よ う に す る ス テ ッ
プ と 、
　 少 な く と も 一 つ の 前 記 最 小 侵 襲 装 置 、 及 び 前 記 第 二 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 刺 入 さ れ た
医 師 の 手 に よ っ て 手 術 を 実 行 す る ス テ ッ プ と よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 ハ ン ド ポ ー ト は 前 記 第 二 切 開 部 内 に 装 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方
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法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 概 し て 患 者 の 体 腔 内 で 実 施 さ れ る 最 小 外 傷 手 術 、 特 に 腹 部 及 び 胸 部 手 術 用 の 最
小 侵 襲 装 置 に 関 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 最 小 外 傷 外 科 手 術 方 法 及 び そ の 実 施 の た め の 器 具 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 最 小 侵 襲 手 術 （ minimal invasive surgery、 Ｍ Ｉ Ｓ ） 用 の 手 術 器 具 は 基 部 側 に あ
る 取 手 と 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 末 端 部 に あ る 機 能 的 ヘ ッ ド と を 具 備 す る 。 こ の ヘ ッ ド は 患 者 の
体 腔 壁 に 取 り 付 け ら れ た ポ ー ト を 介 し て ト ロ カ ー ル に よ り 体 腔 内 に 刺 入 さ れ る 。 Ｍ Ｉ Ｓ に
求 め ら れ て い る の は 概 ね こ の ポ ー ト を 取 り 付 け る の に 必 要 な 切 開 部 の 大 き さ を 最 小 に 抑 え
る こ と で あ る 。 こ の 大 き さ は 器 具 ヘ ッ ド の 寸 法 に 合 わ せ て 予 め 決 め ら れ て い る 。 従 っ て 、
Ｍ Ｉ Ｓ に は 器 具 ヘ ッ ド の 寸 法 も 最 小 に 抑 え る こ と が 求 め ら れ る が 、 こ れ に は 多 大 な 開 発 と
投 資 が 必 要 で あ り 、 こ の 試 み は 十 分 に 行 わ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 ま た 、 上 記 の Ｍ Ｉ
Ｓ の 要 件 は 、 Ｍ Ｉ Ｓ に お け る 通 常 の 切 開 手 術 用 の 手 術 器 具 の 使 用 を 妨 げ て い る 。 こ れ は Ｍ
Ｉ Ｓ の 普 及 を か な り 妨 害 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 吻 合 用 ス テ ー プ リ ン グ 器 具 が 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ３ ３ ， ７ ７ ３ 号 明 細 書 に 開
示 さ れ て い る 。 こ の 器 具 は 腸 管 輪 状 吻 合 の た め に 設 計 さ れ た も の で 、 ス テ ー プ ル カ ー ト リ
ッ ジ が 器 具 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 接 続 さ れ た 縫 合 ヘ ッ ド と ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ の 末
端 部 に 配 置 さ れ た 着 脱 式 ア ン ビ ル と を 含 む 。 こ の カ ー ト リ ッ ジ と ア ン ビ ル の 直 径 は 等 し く
さ れ て い る 。 こ の 器 具 に お け る 欠 点 は ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 さ れ る 部 分
（ カ ー ト リ ッ ジ ） が 比 較 的 大 き い こ と で あ る 。 つ ま り 、 比 較 的 大 き な 切 開 部 が 体 腔 壁 に 出
来 て し ま う こ と で あ る 。 こ の よ う に 直 径 の 大 き な 縫 合 ヘ ッ ド を 使 用 し な く て は な ら な い た
め 、 切 開 部 も 必 然 的 に 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 輪 状 手 術 用 ス テ ー プ リ ン グ 用 器 具 が 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ０ ３ ， ６ ９ ３ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ
て い る 。 こ の 器 具 は 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ
と ア ン ビ ル と を 備 え た 使 い 捨 て 縫 合 ヘ ッ ド 有 し て い る 。 こ の ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ は 体
腔 内 に 刺 入 さ れ る 前 に ハ ウ ジ ン グ に 連 結 さ れ る 。 つ ま り 、 こ の 器 具 で は 、 前 述 し た 器 具 （
米 国 特 許 第 ５ ， ３ ３ ３ ， ７ ７ ３ 号 ） と 同 様 、 体 腔 壁 の 切 開 部 の 大 き さ が ス テ ー プ ル カ ー ト
リ ッ ジ の 寸 法 に 合 わ せ て 決 め ら れ る の で 比 較 的 大 き く な っ て し ま う 。 さ ら に 、 こ の ア ン ビ
ル は 、 別 に 患 者 の 腸 管 へ ア ン ビ ル を 刺 入 す る こ と を 不 要 と す る ア ン ビ ル 軸 を 有 し て い な い
の で 、 手 術 前 に 縫 合 ヘ ッ ド を 完 全 に 組 み 立 て る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 腸 間 膜 や 大 綱 膜 な ど に 使 用 で き る 線 状 縫 合 装 置 が 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ７ １ ， ４ ４ ５ 号 明 細
書 及 び 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ２ ７ ， ８ ３ ４ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 縫 合 ヘ ッ ド
は 長 い 線 状 の ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ と ア ン ビ ル と を 有 し て い る の で 、 そ の 結 果 、 縫 合 ヘ
ッ ド の 横 寸 法 が 比 較 的 大 き く な る 。 そ の た め 、 こ の 装 置 を Ｍ Ｉ Ｓ に 使 用 す る の は 事 実 上 不
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 手 術 を 行 う 方 法 が 米 国 特 許 第 ６ ， １ ６ ７ ， ８ ８ ９ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ
て い る 。 こ の 手 術 は 複 数 の 肋 骨 間 ポ ー ト を 介 し 、 胸 部 を 閉 じ た ま ま 行 わ れ る 。 こ の 方 法 の
欠 点 は 、 肋 間 腔 の 大 き さ に は 限 り が あ る た め 比 較 的 大 き な 器 具 を 使 え な い こ と に あ る 。 そ
の 上 、 内 臓 の 位 置 を 制 御 し て 固 定 す る の が 非 常 に 不 便 な た め 、 多 く の 特 殊 な 器 具 や ポ ー ト
が 必 要 に な っ て く る 。 こ れ は 外 科 手 術 の 可 能 性 を 制 限 し 、 外 科 処 置 の 質 を 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た 特 許 の 全 て に 共 通 し た 欠 点 は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ９ ０ ， ６ ６ ３ 号 明 細 書
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に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 ポ ー ト を 取 り 付 け る の に 従 来 の ト ロ カ ー ル 装 置 を 使 用 し な く て
は な ら な い こ と で あ る 。 こ れ ら の ト ロ カ ー ル 装 置 は ポ ー ト ユ ニ ッ ト と 、 外 部 か ら 体 腔 内 に
穿 刺 す る た め 鋭 利 な 末 端 部 を 備 え た 栓 子 を 含 む 。 典 型 的 に 、 栓 子 の 鋭 利 な 末 端 部 が 体 腔 内
に 侵 襲 す る 際 に 内 臓 を 傷 つ け る 危 険 性 が あ る 。 栓 子 の 鋭 利 な 末 端 部 を 保 護 す る た め に 開 発
さ れ た プ ロ テ ク タ （ 上 記 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ９ ０ ， ６ ６ ３ 号 明 細 書 を 参 照 ） を 取 り 付 け る と
、 コ ス ト 高 に な っ て し ま う 上 、 問 題 を 部 分 的 に し か 解 決 で き な い 。 上 述 し た よ う に 内 臓 を
傷 つ け る 危 険 性 が あ る た め 、 医 師 の 高 い 集 中 力 が 必 要 で 精 神 的 に も か な り の 緊 張 を 要 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 視 鏡 手 術 用 封 止 装 置 が 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ６ ６ ， ４ ７ ８ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。 こ
の 装 置 で は 、 ハ ン ド ポ ー ト を 介 し て 医 師 の 手 や 比 較 的 大 き な 手 術 器 具 を 体 腔 内 に 刺 入 で き
る 。 し か し 、 ハ ン ド ポ ー ト を 使 用 す る 欠 点 は 、 ポ ー ト が 手 術 器 具 の た め に 使 用 さ れ て し ま
う た め 、 本 来 の ハ ン ド ポ ー ト と し て の 使 用 が 出 来 な く な っ て し ま う こ と で あ る 。 ま た 、 ハ
ン ド ポ ー ト を 手 術 器 具 の 刺 入 の た め に 使 用 す る と い う の は 切 開 部 の 寸 法 を 最 小 に 抑 え る と
い う Ｍ Ｉ Ｓ の 必 要 条 件 か ら 逸 脱 し て し ま う 。 同 じ こ と が 、 様 々 な 寸 法 の 手 術 器 具 を 刺 入 す
る た め に 明 ら か に 大 き な 切 開 部 と ポ ー ト を 使 用 す る 当 該 特 許 の 他 の 実 施 の 形 態 に 関 し て も
言 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 手 術 器 具 を 体 腔 内 に 刺 入 す る た め に 体 腔 壁 に 形 成 さ れ る 切 開 部 の 大 き
さ を 最 小 に 抑 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 目 的 は 、 体 腔 に お け る 切 開 部 の 数 を 最 小 に 抑 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 目 的 は 、 比 較 的 大 き な 手 術 器 具 を Ｍ Ｉ Ｓ に 適 用 で き る よ う 使 用 の 幅 を 広 げ る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 目 的 は 、 通 常 の 切 開 手 術 に お い て 使 用 さ れ る 手 術 器 具 の 主 な 構 成 部 品 を Ｍ Ｉ Ｓ に お
い て も 使 用 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 目 的 は 、 必 要 な 手 術 器 具 セ ッ ト の 開 発 の た め の 投 資 を 減 ら す こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 他 の 目 的 は 、 外 科 手 術 の 実 施 を 簡 便 な も の に し 医 師 の 精 神 的 緊 張 を 軽 減 す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 他 の 目 的 は 、 外 科 手 術 の 可 能 性 を 大 き く 広 げ 、 外 科 手 術 の 質 を 向 上 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 他 の 目 的 は 、 外 科 手 術 の 実 施 に 必 要 な 器 具 の 総 数 を 減 ら す こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 目 的 は 、 外 科 処 置 の 実 行 に 必 要 な 手 術 器 具 セ ッ ト の 総 コ ス ト を 減 ら す こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 他 の 目 的 は 、 外 科 処 置 の 進 行 中 に 患 者 の 内 臓 を 傷 つ け る 可 能 性 を 大 き く 減 ら す こ と で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 他 の 目 的 は 、 Ｍ Ｉ Ｓ に も 通 常 の 切 開 手 術 に も 使 用 で き る よ う に 、 手 術 器 具 に 普 遍 的 な 性
質 を 持 た せ る こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 述 し た 目 的 は 、 最 小 外 傷 手 術 の た め の 最 小 侵 襲 装 置 に よ っ て 成 し 遂 げ ら れ る 。 こ の 最
小 侵 襲 装 置 は 体 腔 壁 に あ る 少 な く と も 二 つ の 、 つ ま り 第 一 及 び 第 二 切 開 部 を 介 し て 組 み 立
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て ら れ 、 装 置 の 操 作 中 に 前 記 第 一 切 開 部 を 通 し て 刺 入 さ れ る 。 前 記 装 置 は 、 内 側 ユ ニ ッ ト
と 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 中 間 部 と を 有 す る 。 中 間 部 と は 前 記 ユ ニ ッ ト の 一 方 と 一 体 化 さ れ た
部 分 で あ り 、 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 壁 を 穿 刺 す る よ う に 設 計 さ れ た 自 由 端 を 有 し て い る
。 中 間 部 と そ の 自 由 端 の 最 大 横 寸 法 は 内 側 ユ ニ ッ ト よ り も 十 分 小 さ く な っ て い る 。 内 側 ユ
ニ ッ ト は 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 へ 刺 入 し た り 取 り 出 し た り 出 来 る よ う に 設 計 さ れ て お
り 、 そ の 最 大 横 寸 法 は 、 中 間 部 を 刺 入 す る の に 最 低 限 必 要 な 第 一 切 開 部 よ り 十 分 大 き く な
っ て い る 。 そ の 結 果 、 第 一 切 開 部 を 介 し て 内 側 ユ ニ ッ ト を 体 腔 内 へ 刺 入 ま た は 引 き 抜 く こ
と は 出 来 な く な る 。 ま た 、 こ の 装 置 は 中 間 部 上 に そ の 一 部 が 配 置 さ れ た 結 合 手 段 を 含 み 、
こ の 結 合 手 段 は 、 内 側 ユ ニ ッ ト が 体 腔 内 に あ る 間 、 内 側 と 外 側 ユ ニ ッ ト 間 の 連 結 も し く は
分 離 を 効 果 的 に す る 迅 速 作 動 コ ネ ク タ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の 最 小 侵 襲 装 置 を 用 い た 最 小 外 傷 手 術 の 準 備 と 実 施 の 方 法 は 、 第 一 及 び 第 二 切 開 部
を 体 腔 壁 に 形 成 し 、 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 内 側 ユ ニ ッ ト を 刺 入 し 、 第 一 切 開 部 を 介
し て 中 間 部 の 自 由 端 が 体 腔 壁 を 通 る よ う に 導 き 、 迅 速 作 動 コ ネ ク タ で 内 側 ユ ニ ッ ト と 外 側
ユ ニ ッ ト を 連 結 し て 手 術 ア セ ン ブ リ を 形 成 し 、 少 な く と も こ の 手 術 ア セ ン ブ リ に よ っ て 手
術 を 実 施 し 、 必 要 な 手 術 の 実 施 後 に 内 側 と 外 側 ユ ニ ッ ト を 切 離 し 、 装 置 の 構 成 要 素 を そ れ
ら が 刺 入 さ れ た 同 じ 開 口 部 を 通 し て 取 り 出 す 、 つ ま り 第 一 切 開 部 を 通 し て 中 間 部 を 、 体 腔
か ら 第 二 切 開 部 を 通 し て 内 側 ユ ニ ッ ト を 取 り 出 す こ と か ら 成 る 。 第 二 切 開 部 は ハ ン ド ポ ー
ト も し く は 拡 大 さ れ た ト ロ カ ー ル ポ ー ト と し て 具 体 化 で き る 。 第 一 切 開 部 は 内 径 が ６ ～ １
３ ｍ ｍ の オ ー ダ ー の 小 ト ロ カ ー ル ポ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 手 術 器 具 を 体 腔 に 刺 入 す る の に 必 要 な の は 小 さ な 第 一 切 開 部 の み と な る 。 拡 大
さ れ た １ つ の 第 二 切 開 部 を 用 い る に も か か わ ら ず 、 患 者 の 外 傷 を か な り 小 さ く す る こ と が
出 来 る 。 こ れ は 、 Ｍ Ｉ Ｓ に お い て 、 概 し て 多 く の 手 術 器 具 や こ れ に 伴 う 多 く の 第 一 切 開 部
を 用 い る た め で あ る （ 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ６ ， １ ６ ７ ， ８ ８ ９ 号 明 細 書 及 び 図 １ １ 参 照 ）
。 本 発 明 に よ れ ば 、 様 々 な 寸 法 と 用 途 を 持 つ 複 数 の 内 側 ユ ニ ッ ト を １ つ の 同 じ 外 側 ユ ニ ッ
ト と 共 に 使 用 す る こ と が で き る の で 、 必 要 な 第 一 切 開 部 の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。 こ れ
は 患 者 の 外 傷 を 減 ら し 、 必 要 な 器 具 の 数 や コ ス ト を 削 減 す る こ と に も つ な が る 。 ま た 、 器
具 の 機 能 ヘ ッ ド （ 内 側 ユ ニ ッ ト ） は 比 較 的 大 き な 第 二 切 開 部 を 介 し 体 腔 内 へ 別 の 形 態 で 刺
入 さ れ る の で 、 そ の 寸 法 は 第 一 切 開 部 に よ り 制 限 さ れ な い 。 つ ま り 、 通 常 の 切 開 手 術 で も
使 用 さ れ る か な り 大 き な 機 能 ヘ ッ ド も Ｍ Ｉ Ｓ に 適 用 で き る の で 、 本 発 明 は Ｍ Ｉ Ｓ の 外 科 手
術 の 可 能 性 を 大 き く 拡 げ る こ と に な る 。 従 っ て 、 既 に 開 発 さ れ 且 つ 厳 し い 検 査 を 受 け た 切
開 手 術 の デ ザ イ ン を Ｍ Ｉ Ｓ に 適 用 で き 、 研 究 開 発 費 の 削 減 に つ な が る 。 本 発 明 は 、 体 腔 内
で の 手 術 中 に 、 第 二 切 開 部 を 通 し て 挿 入 し た 医 師 の 手 の 直 接 関 与 を 可 能 に す る の で 、 手 術
の 簡 便 性 と 質 を 高 め る こ と に な る 。 手 術 の 質 の 高 さ は 特 に 胸 部 手 術 に お い て 重 要 で あ る 。
こ の 場 合 、 本 発 明 は 上 腹 部 か ら 開 始 す る 第 二 切 開 実 施 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 事 前 に 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 さ れ た 簡 易 型
無 栓 子 ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 、 体 腔 内 か ら の 第 一 切 開 の 実 施 を 可 能 に す る 。 ま た 、 別 の
態 様 に お い て 、 装 置 の 中 間 部 自 由 端 に 配 置 さ れ た 鋭 利 な 穿 刺 用 尖 端 に よ っ て 、 ト ロ カ ー ル
装 置 を 使 用 せ ず に 第 一 切 開 が 行 わ れ る 。 こ れ ら の 態 様 に よ れ ば 、 手 術 器 具 の コ ス ト が 更 に
削 減 さ れ 、 ま た ト ロ カ ー ル の 鋭 利 な 穿 刺 端 が 内 臓 を 傷 つ け る 危 険 性 を 取 り 除 き 、 手 術 上 の
安 全 性 を 向 上 さ せ 、 こ の 危 険 性 の た め に 要 す る 医 師 の 注 意 と 集 中 力 が 少 な く て 済 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 最 小 侵 襲 装 置 は 腸 管 輪 状 吻 合 の た め の 輪 状 ス テ ー プ ラ で あ っ て
、 ア ン ビ ル は ス テ ー プ ル の カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 末 端 に 配 置 さ れ て い る 。 ア ン ビ ル ユ ニ
ッ ト は ア ン ビ ル と ア ン ビ ル 軸 を 有 す る 。 ま た 、 作 動 手 段 と ア ン ビ ル 軸 を 連 結 す る 制 御 棒 を
含 む 駆 動 手 段 と 、 ア ン ビ ル 軸 係 合 部 材 と 制 御 棒 係 合 部 材 を 含 む 駆 動 手 段 コ ネ ク タ が 設 け ら
れ て い る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ に よ っ て 装 置 中 間 部 の 本 体 に 固
定 さ れ て お り 、 少 な く と も 組 織 を ス テ ー プ ル で 留 め て い る 間 に 、 駆 動 手 段 コ ネ ク タ が 外 れ
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る の を 防 ぐ コ ネ ク タ ロ ッ ク 手 段 を 含 む 。 ア ン ビ ル と カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 第 二 切 開 部
を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 ま た は 取 り 出 さ れ る ス テ ー プ ラ の 内 側 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 。 制 御 棒
の 末 端 側 自 由 端 は 、 第 一 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 さ れ る ス テ ー プ ラ の 中 間 部 の 自 由 端
で あ る 。 駆 動 手 段 コ ネ ク タ と ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ は 迅 速 作 動 コ ネ ク タ で あ り 、 ス テ ー プ
ラ の 内 側 ユ ニ ッ ト が 体 腔 内 に 置 か れ て い る 時 に 、 ス テ ー プ ラ の 中 間 部 と 内 側 ユ ニ ッ ト の 有
効 な 連 結 及 び 切 離 し を 可 能 に す る 。 上 記 の ロ ッ ク 手 段 に よ っ て 組 織 縫 合 手 術 に お い て 確 実
な ス テ ー プ リ ン グ を 行 う こ と が で き る 。 こ の ス テ ー プ ラ は 、 上 記 利 点 を 全 て 備 え た 本 発 明
の 方 法 に よ る 手 術 の 可 能 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 提 案 さ れ た 最 小 侵 襲 装 置 は 、 Ｍ Ｉ Ｓ の 伝 統 的 な 小 型 機 能 ヘ ッ ド と 既 提 案 器 具 の
外 部 と の 組 み 合 わ せ と し て 、 通 常 の Ｍ Ｉ Ｓ に 使 用 で き る と 共 に 、 本 発 明 で 提 案 さ れ た Ｍ Ｉ
Ｓ や 通 常 の 切 開 手 術 の 両 方 に 使 用 で き る 一 般 的 な 器 具 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 輪 状 ス テ ー プ ラ と し て の 最 小 侵 襲 装 置 は 、 図 １ に 示 す
よ う に 、 内 側 ユ ニ ッ ト Aと 、 中 間 部 Bと 、 外 側 ユ ニ ッ ト Cと を 含 む 。 内 側 ユ ニ ッ ト Aは 、 ア ン
ビ ル ２ １ と 、 展 性 ウ ェ ブ ４ ２ と 、 ス テ ー プ ル 曲 げ 溝 ６ ４ と 、 ア ン ビ ル 軸 ２ ２ と を 含 む ア ン
ビ ル ユ ニ ッ ト ２ ０ と 、 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 ２ ４ と 、 カ ー ト リ ッ ジ キ ャ リ ヤ ６ ５ と 、 カ ー ト リ
ッ ジ キ ャ リ ヤ ベ ー ス ６ ６ と 、 複 数 の ス テ ー プ ル ２ ６ を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ と 、 腸 管 部
縫 合 後 の 余 分 な 腸 管 組 織 を 切 り 取 る 間 に 展 性 ウ ェ ブ ４ ２ と 相 互 作 用 す る 輪 状 ナ イ フ ２ ７ と
を 含 む カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト ２ ３ と を 有 す る 。 組 み 立 て ら れ た ス テ ー プ ラ に お い て 、 ア ン
ビ ル ２ １ は カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ の 末 端 部 に 配 置 さ れ る 。 カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ は 、 内 側 ユ ニ ッ ト
本 体 ２ ４ に 対 し て ば ね ２ ８ に よ る ス プ リ ン グ 力 に よ っ て 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 中 間 部
Bは 、 作 動 手 段 ３ １ と ア ン ビ ル 軸 ２ ２ と を 連 結 す る 制 御 棒 ３ ０ で あ る 駆 動 手 段 を 収 容 す る
中 間 部 本 体 ２ ９ を 有 す る 。 内 側 ユ ニ ッ ト 本 体 ２ ４ に あ る ね じ 山 ３ ３ と 中 間 部 本 体 ２ ９ に あ
る ね じ 山 ３ ４ の 形 態 で の ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ ３ ２ に よ り 、 中 間 部 本 体 ２ ９ に 対 し て カ ー
ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト ２ ３ を 連 結 ま た は 切 離 し を す る こ と が で き る 。 駆 動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ に
よ っ て 、 制 御 棒 ３ ０ に 対 し て ア ン ビ ル 軸 ２ ２ を 連 結 ま た は 切 離 し を す る こ と が で き る 。 駆
動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ は 、 ア ン ビ ル 軸 ２ ２ の 基 部 側 自 由 端 に あ る 輪 状 凸 部 ３ ６ で あ る ア ン ビ
ル 軸 係 合 部 材 と 、 制 御 棒 ３ ０ の 末 端 側 自 由 端 に あ る 玉 受 け ３ ８ の 輪 状 凹 部 ３ ７ で あ る 制 御
棒 係 合 部 材 と を 含 む 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト ２ ３ は 、 カ ー ト リ ッ ジ キ ャ リ ヤ ベ ー ス ６ ６ に
対 し て 固 定 接 続 さ れ 、 玉 受 け ３ ８ が 横 に 拡 が る の を 阻 止 す る ブ シ ュ ３ ９ の 形 態 の コ ネ ク タ
ロ ッ ク 手 段 も 含 み 、 そ れ に よ っ て 組 織 の ス テ ー プ リ ン グ 中 に 駆 動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ が 外 れ
る の を 防 止 す る （ 図 ５ 、 ６ ） 。 ア ン ビ ル ２ １ と カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ の 相 互 角 度 を 方 向 づ け す
る 手 段 と し て 内 側 溝 ４ ０ と 外 側 横 長 突 出 部 ４ １ が あ る 。 外 側 ユ ニ ッ ト Cは 取 手 ４ ３ と 作 動
手 段 ３ １ を 含 む 。 作 動 手 段 ３ １ は 、 歯 車 取 手 ６ ８ に よ り 手 動 で 制 御 さ れ る 歯 車 ４ ５ と 相 互
作 用 す る ラ ッ ク ４ ４ の 形 態 で 、 制 御 棒 ３ ０ の 基 部 側 端 部 を 備 え て い る 。 ラ ッ ク ４ ４ は 、 制
御 棒 を 引 込 め る こ と に よ り 縫 合 前 の 腸 管 部 と ア ン ビ ル ２ １ と カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ と が 近 づ く
よ う に 、 ま た 腸 管 部 の 縫 合 後 、 駆 動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ を 分 離 す る た め に 、 ア ン ビ ル を 末 端
方 向 に 引 き 伸 ば し て 駆 動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ を ロ ッ キ ン グ ブ シ ュ ３ ９ か ら 引 き 抜 く よ う に 設
計 さ れ て い る 。 こ の ブ シ ュ ３ ９ は 腸 管 部 縫 合 後 に コ ネ ク タ ３ ５ を 切 離 す た め の も の で あ る
。 外 側 ユ ニ ッ ト Cは 、 枢 軸 ６ ７ を 中 心 に し て 回 転 可 能 な レ バ ー ４ ６ も 含 ん で お り 、 ス テ ー
プ ル ２ ６ を 曲 げ る た め の 力 を 制 御 棒 ３ ０ に 伝 達 し 、 そ れ に よ っ て 腸 管 部 を 瞬 間 的 に 縫 合 出
来 る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 レ バ ー ４ ６ に は 係 合 部 材 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。 係 合 部 材 ４
７ は 、 ば ね ４ ８ に よ る ス プ リ ン グ 力 の 下 で 、 ガ イ ド 部 ４ ９ を ス ラ イ ド し 、 上 部 フ ォ ー ク ５
０ を 有 す る 。 上 部 フ ォ ー ク ５ ０ は 、 ス テ ー プ ル ２ ６ を 曲 げ 、 腸 管 部 を 縫 合 す る 直 前 に 、 ア
ン ビ ル ２ １ と カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ を 合 体 さ せ る 際 に 、 制 御 棒 ３ ０ の ノ ッ チ ５ １ と 係 合 す る た
め の も の で あ る （ 図 ５ ） 。 ロ ッ ク 式 プ ロ テ ク タ ５ ２ を 下 ろ し た 後 （ 図 ６ ） 、 医 師 は 取 手 ４
３ と レ バ ー ４ ６ を 握 る こ と に よ り ば ね ２ ８ を 圧 縮 し 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ を 基 部 方 向 に 変 位
さ せ る 。 そ の 結 果 、 ス テ ー プ ル ２ ６ は カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ か ら 飛 び 出 し 、 ア ン ビ ル ２ １ の 溝
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６ ４ に よ り 曲 げ ら れ 、 そ れ に よ っ て 腸 管 部 を 縫 合 す る （ 図 １ ０ ） 。 同 時 に ナ イ フ ２ ７ が 余
分 な 腸 管 組 織 を 切 り 取 る 。 次 に 医 師 は 、 係 合 部 材 ４ ７ の ノ ブ ５ ３ を 下 ろ し て フ ォ ー ク ５ ０
と ノ ッ チ ５ １ の 係 合 を 外 し 、 歯 車 ４ ５ に よ っ て 制 御 棒 ３ ０ が 末 端 方 向 へ 伸 ば さ れ 、 駆 動 手
段 コ ネ ク タ ３ ５ を 切 り 離 せ る 状 態 に す る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 中 間 部 B、 具 体 的 に は 本 体 ２ ９ は 、 外 側 ユ ニ ッ ト Cと 一 体 と な っ た 形
を 取 っ て お り 、 第 一 切 開 部 ５ ６ も し く は 第 一 切 開 部 ５ ６ に 取 り 付 け ら れ た ト ロ カ ー ル ポ ー
ト ５ ７ を 介 し て 体 腔 壁 ５ ５ を 穿 刺 す る よ う に 設 計 さ れ た 末 端 側 自 由 端 ５ ４ を 有 し て い る 。
中 間 部 B、 具 体 的 に は 本 体 ２ ９ の 最 大 横 寸 法 は 内 側 ユ ニ ッ ト 、 具 体 的 に は カ ー ト リ ッ ジ ２
５ の 最 大 横 寸 法 よ り 十 分 小 さ く さ れ て い る 。 ア ン ビ ル ユ ニ ッ ト ２ ０ と カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ
ト ２ ３ を 含 む 内 側 ユ ニ ッ ト Aは 、 第 二 切 開 部 ５ ９ も し く は 第 二 切 開 部 ５ ９ に 取 り 付 け ら れ
た ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 介 し て 体 腔 内 に 対 し て 刺 入 ま た は 取 出 し が で き る よ う に 設 計 さ れ て
い る 。 内 側 ユ ニ ッ ト A、 具 体 的 に は 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ の 最 大 横 寸 法 は 、 第 一 切 開 部 ２ ６
の 最 大 横 寸 法 、 も し く は そ れ を 介 し て 中 間 部 Bを 刺 入 す る の に 最 低 限 必 要 な ト ロ カ ー ル ポ
ー ト ５ ７ の 内 径 よ り 十 分 大 き く な っ て い る 。 そ の 結 果 、 切 開 部 ５ ６ も し く は ト ロ カ ー ル ポ
ー ト ５ ７ を 介 し て 内 側 ユ ニ ッ ト Aを 体 腔 ５ ８ に 対 し て 刺 入 ま た は 引 き 抜 く こ と が 出 来 な く
な る 。 内 側 ユ ニ ッ ト Aが 体 腔 ５ ８ 内 に あ る 間 に 、 内 側 ユ ニ ッ ト Aと 外 側 ユ ニ ッ ト -中 間 部 ブ
ロ ッ ク と の 有 効 な 連 結 ま た は 切 離 し を す る た め に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ ３ ２ と 駆 動 手 段
コ ネ ク タ ３ ５ を 含 む 輪 状 ス テ ー プ ラ の 結 合 手 段 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 用 い て 行 わ れ る 最 小 外 傷 手 術 の 準 備 と 実 施 の 方 法 は 、 ト ロ カ ー
ル 装 置 に よ り 第 一 切 開 部 ５ ６ を 体 腔 壁 ５ ５ に 形 成 し て そ こ に ト ロ カ ー ル ポ ー ト ５ ７ を 取 り
付 け 、 第 二 切 開 部 ５ ９ を 形 成 し て そ こ に ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 取 り 付 け る こ と よ り 成 る 。 第
一 切 開 部 ５ ６ の 最 低 限 必 要 な 最 大 横 寸 法 は 第 二 切 開 部 ５ ９ や カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ よ り も 十 分
小 さ く さ れ て い る 。 同 様 の こ と が ト ロ カ ー ル ポ ー ト ５ ７ や ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ の 各 々 の 内 径
に つ い て も 言 え る 。 更 に 、 こ の 方 法 に よ り 、 ア ン ビ ル ユ ニ ッ ト ２ ０ と カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ
ト ２ ３ と を 含 む 内 側 ユ ニ ッ ト Aを ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 介 し て 体 腔 ５ ８ 内 に 刺 入 し 、 ま た 制
御 棒 ３ ０ の 末 端 側 自 由 端 ５ ４ や 中 間 部 本 体 ２ ９ の 末 端 部 を ト ロ カ ー ル ポ ー ト ５ ７ を 介 し て
体 腔 ５ ８ 内 に 刺 入 す る こ と が 出 来 る よ う に な る 。 次 に 、 結 合 部 材 に よ っ て 内 側 ユ ニ ッ ト A
が 中 間 部 Bを 介 し て 外 側 ユ ニ ッ ト Cに 連 結 さ れ 、 手 術 ア セ ン ブ リ が 組 み 立 て ら れ る 。 輪 状 ス
テ ー プ ラ に 応 用 し た よ う に 、 こ の 連 結 は 以 下 の 方 法 で 行 わ れ る 。 ま ず ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク
タ ３ ２ に よ り カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト ２ ３ を 中 間 部 本 体 ２ ９ に 結 合 す る 。 次 に 、 側 方 切 開 部
６ ２ を 介 し て カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ を 腸 管 部 ６ １ に 刺 入 し 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ の 末 端 側 か ら 腸
管 部 ６ １ を 制 御 棒 ３ ０ に 固 定 す る 。 次 に 、 ア ン ビ ル ２ １ を 腸 管 部 ６ ３ に 刺 入 し 、 腸 管 部 ６
３ を ア ン ビ ル 軸 ２ ２ に 固 定 す る 。 そ の 後 、 駆 動 手 段 コ ネ ク タ ３ ５ に よ り ア ン ビ ル ユ ニ ッ ト
２ ０ を 制 御 棒 ３ ０ に 連 結 す る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 医 師 は 腸 管 部 ６ １ と ６ ３ を 縫 合 す る の に 、 ま ず 歯 車 ４ ５ に よ っ て ア ン ビ ル ２ １ と
カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ を 合 体 さ せ （ 図 ９ )、 レ バ ー ４ ６ と 取 手 ４ ３ を 握 る （ 図 １ ０ )。 腸 管 を 縫
合 し た 後 、 医 師 は 腸 管 か ら 切 開 部 ６ ２ を 介 し て 内 側 ユ ニ ッ ト Aを 引 き 抜 き 、 体 腔 ５ ８ 内 の
ユ ニ ッ ト 本 体 コ ネ ク タ ３ ２ を 切 り 離 し 、 ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 介 し て 体 腔 ５ ８ か ら 内 側 ユ ニ
ッ ト Aを 取 り 出 す 。 体 腔 内 に お け る 全 て の 操 作 は ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入
さ れ た 医 師 の 手 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 胸 腔 手 術 に 適 用 す る 場 合 、 こ の 方 法 に よ り 、 少 な く と も ２ つ の 、 つ ま り 第 一 お よ び 第 二
切 開 部 を 患 者 の 胸 腔 に 形 成 で き る 。 第 二 切 開 部 は 上 腹 部 の 肋 骨 弓 の 下 か ら 始 ま り 胸 腔 を 通
る の で 、 医 師 の 手 を 胸 腔 に 入 れ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 胸 腔 内 に 内 側 ユ ニ ッ ト 装 置 を 刺
入 し て 胸 腔 内 で の 操 作 が 医 師 の 手 に よ り 行 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 第 一 切 開 部 は 肋 間
隙 に 位 置 し 、 中 間 部 の 自 由 端 を 胸 腔 壁 を 介 し て 通 す よ う に 設 計 さ れ て お り 、 最 低 限 必 要 な
最 大 横 寸 法 が 第 二 切 開 部 お よ び 内 側 ユ ニ ッ ト よ り も 十 分 小 さ く な っ て い る 。 更 に こ の 方 法
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は 、 第 二 切 開 部 を 介 し て 胸 腔 内 に 内 側 ユ ニ ッ ト を 刺 入 し 、 第 一 切 開 部 を 介 し て 中 間 部 の 自
由 端 が 体 腔 壁 を 通 る よ う に 導 き 、 結 合 部 材 を 用 い て 内 側 ユ ニ ッ ト を 外 側 ユ ニ ッ ト に 連 結 し
、 手 術 ア セ ン ブ リ を 組 み 立 て る 。 そ の 結 果 、 ア セ ン ブ リ の 内 側 部 分 が 胸 腔 内 に 配 置 さ れ 、
ア セ ン ブ リ の 外 側 部 分 が 胸 腔 外 に 配 置 さ れ 、 中 間 部 が 第 一 切 開 部 を 通 し て 刺 入 さ れ る 。 上
記 の 手 術 ア セ ン ブ リ と 体 腔 内 に 入 れ た 医 師 の 手 で 必 要 な 手 術 を 行 っ た 後 、 医 師 は 、 内 側 ユ
ニ ッ ト を 外 側 ユ ニ ッ ト か ら 切 り 離 し 、 第 一 切 開 部 か ら 中 間 部 を 引 き 抜 き 、 第 二 切 開 部 を 介
し て 胸 腔 か ら 内 側 ユ ニ ッ ト を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 二 切 開 部 は 腹 腔 を 通 り 、 更 に 患 者 の 横 隔 膜 を 通 っ て 胸 腔 に ま
で 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 ハ ン ド ポ ー ト を 第 二 切 開 部 に 取 り 付 け 、 内 側 ユ ニ ッ ト を 胸 腔 内
に 刺 入 す る 。 医 師 は こ の 状 態 で 、 ハ ン ド ポ ー ト を 介 し て 手 を 刺 入 し 、 内 側 ユ ニ ッ ト と 外 側
ユ ニ ッ ト を 胸 腔 内 で 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 胸 腔 壁 の 肋 間 隙 内 の 第 一 切 開 部 は 、 第 一 切 開 部 に ト ロ カ ー ル ポ
ー ト を 取 り 付 け 、 ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 開 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 ほ ん の 小 さ な 第 一 切 開 部 ５ ６ が あ れ ば 、 手 術 器 具 を 体 腔 ５ ８ 内 に 刺 入 す る の に
十 分 で あ る 。 特 に 、 第 一 切 開 部 の 直 径 を 決 定 す る 中 間 部 本 体 ２ ９ の 直 径 は ６ ～ １ ３ mmの 範
囲 に 制 限 さ れ て い る 。 そ の た め 、 多 く の 手 術 器 具 を 用 い た と し て も 、 患 者 の 外 傷 は か な り
減 少 す る こ と に な る 。 様 々 な 寸 法 の 内 側 ユ ニ ッ ト を 同 じ １ つ の 外 側 ユ ニ ッ ト C及 び 中 間 部 B
に 連 結 で き る 可 能 性 が あ る 。 こ れ に よ っ て 器 具 の 全 コ ス ト や 第 一 切 開 部 の 数 を 減 少 さ せ る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 患 者 の 外 傷 が 減 少 す る こ と に な る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 内 側 ユ ニ ッ
ト は ハ ン ド ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 す る の で 、 寸 法 制 限 を 受 け る こ と な く 様 々 な 大 き
さ の 内 側 ユ ニ ッ ト を 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 Ｍ Ｉ Ｓ の 可 能 性 が 大 き く 拡 が る 。
ま た 、 通 常 の 切 開 手 術 に 使 用 さ れ る 種 々 の 機 能 ヘ ッ ド を Ｍ Ｉ Ｓ に 適 用 で き る の で 、 時 間 や
研 究 開 発 投 資 コ ス ト の 削 減 に つ な が る 。 ハ ン ド ポ ー ト ６ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 医 師 は
手 を 体 腔 ５ ８ へ と 自 由 に 出 し 入 れ し 、 手 術 を 行 う こ と が で き る の で 、 手 術 が 更 に 簡 便 に な
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 示 し な い 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 最 小 侵 襲 装 置 は 、 上 記 の 輪 状 ス テ ー プ ラ の 機 械 式 作
動 手 段 ３ １ や 駆 動 手 段 ３ ０ と は 異 な る 、 電 気 機 械 式 ま た は 空 気 式 の 作 動 手 段 や 駆 動 手 段 を
有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 示 し な い 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 二 切 開 部 は ト ロ カ ー ル 装 置 に よ っ て 開 け ら れ る 。
ト ロ カ ー ル 装 置 の 内 寸 法 は 、 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 介 し て 内 側 ユ ニ ッ ト を 体 腔 内 に 刺 入 で き
る よ う な 大 き さ で あ る 。 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 介 し て 体 腔 内 に 刺 入 さ れ た 内 側 ユ ニ ッ ト ホ ル
ダ ー に よ り 、 内 側 ユ ニ ッ ト が 刺 入 さ れ 、 そ の 状 態 を 保 っ た ま ま 、 外 側 ユ ニ ッ ト と 連 結 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 内 側 ユ ニ ッ ト と 中 間 部 は 一 体 的 な ユ ニ ッ ト で あ る 。 結 合 手 段 は
中 間 部 と 外 側 ユ ニ ッ ト の 上 に 配 置 さ れ 、 第 二 切 開 部 を 介 し て 内 側 部 分 を 刺 入 し 、 第 一 切 開
部 を 介 し て 中 間 部 自 由 端 を 体 腔 内 部 か ら 外 部 に 引 き 抜 い た 後 で 、 体 腔 を 通 し て 連 結 及 び 切
離 し が 出 来 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ １ ～ １ ５ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 一 切 開 部 ５ ６ を 開 け る の に 使 用 さ れ る ト ロ
カ ー ル 装 置 は 、 ト ロ カ ー ル ポ ー ト ユ ニ ッ ト と し て の 内 側 部 分 ６ ９ を 有 す る 。 ト ロ カ ー ル ポ
ー ト ユ ニ ッ ト ６ ９ は 、 ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ と 内 側 ユ ニ ッ ト ７ １ を 含 む 。 内 側 ユ ニ ッ ト ７
１ は 、 ト ロ カ ー ル 弁 お よ び 密 封 部 材 と し て 作 動 す る 数 個 の 中 心 部 ス ロ ッ ト が 付 い た 伸 縮 性
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の あ る 座 金 で あ る 密 封 手 段 ７ ２ を 備 え て い る 。 さ ら に 、 ト ロ カ ー ル 装 置 は 、 ト ロ カ ー ル ポ
ー ト ７ ０ の 一 部 と し て の 中 間 部 ７ ３ と 、 鋭 利 な 穿 刺 ナ イ フ ７ ５ と 弾 性 プ ロ テ ク タ 部 材 ７ ６
と を 有 す る 着 脱 式 無 栓 子 穿 刺 ユ ニ ッ ト ７ ４ と を 具 備 す る 。 ま た 、 固 定 部 材 ７ ７ と し て の 外
側 ユ ニ ッ ト も 存 在 す る 。 固 定 部 材 ７ ７ は 弾 性 側 部 ７ ８ を 有 し て お り 、 医 師 が そ の 側 部 を 握
る と 、 弾 性 側 部 ７ ８ と ク ラ ン プ 部 材 ７ ９ と の 距 離 が 拡 が り 、 そ れ に よ っ て 固 定 部 材 ７ ７ が
ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ 上 に 組 み 込 ま れ る よ う に な る 。 ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ 上 は ギ ザ ギ ザ
面 ８ ０ に な っ て お り 、 部 材 ７ ９ と 係 合 し や い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 示 し な い 実 施 の 形 態 に お い て ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ は 滑 ら か な 外 面 を 有 し て お り 、 外
面 は 、 固 定 部 材 ７ ７ に 置 か れ た ク リ ッ プ 手 段 に よ り 固 定 部 材 ７ ７ と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ト ロ カ ー ル の 内 側 部 分 ６ ９ は 、 第 二 切 開 部 ５ ９ を 介 し て 体 腔 ５ ８ 内 に 刺 入 さ れ る 。 医 師
は ト ロ カ ー ル 内 側 部 分 ６ ９ を 用 い 、 体 腔 ５ ８ の 内 側 か ら 内 側 ユ ニ ッ ト ７ １ が 体 腔 壁 ５ ５ に
当 接 す る ま で 体 腔 壁 ５ ５ を 穿 刺 す る 。 こ れ に よ り 第 一 切 開 部 ５ ６ を 形 成 す る と 共 に 、 ト ロ
カ ー ル ポ ー ト ７ ０ を 第 一 切 開 部 ５ ６ に 取 り 付 け る 。 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 体 腔 壁 を 穿 刺 す
る 間 、 弾 性 プ ロ テ ク タ 部 材 ７ ６ が 体 内 組 織 に よ り 圧 縮 さ れ る の で 、 ナ イ フ ７ ５ が 飛 び 出 し
て 組 織 を 切 開 す る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 穿 刺 ユ ニ ッ ト が 体 壁 を 突 き 抜 け る 際 に は 、 プ ロ
テ ク タ 部 材 ７ ６ は そ の 弾 性 力 に よ り 元 の 位 置 に 戻 り 、 ナ イ フ ７ ５ を 再 び 保 護 す る 。 そ の 後
、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 医 師 は 着 脱 式 穿 刺 ユ ニ ッ ト ７ ４ を 取 り 外 し 、 固 定 部 材 ７ ７ を ト ロ
カ ー ル ポ ー ト ７ ０ の 外 端 に 取 り 付 け る こ と に よ り ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ を 体 腔 壁 に 固 定 す
る 。 栓 子 を 有 し 体 腔 外 か ら 刺 入 さ れ る 従 来 の 形 態 に 比 べ 、 こ の ト ロ カ ー ル 装 置 は よ り 簡 易
で 、 低 コ ス ト 、 そ し て 安 全 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ６ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て 、 上 記 の ト ロ カ ー ル 装 置 は 体 腔 外 か ら 体 腔 壁 へ と 刺 入
さ れ る 。 こ の 場 合 、 密 封 手 段 ７ ２ を 備 え た ユ ニ ッ ト ７ １ は 装 置 の 外 側 ユ ニ ッ ト に な り 、 固
定 部 材 ７ ７ が 内 側 ユ ニ ッ ト に な る 。 こ の 内 側 ユ ニ ッ ト は 、 体 腔 内 部 に 配 置 さ れ た ト ロ カ ー
ル ポ ー ト 端 部 か ら 穿 刺 ユ ニ ッ ト ７ ４ を 取 り 除 い た 後 、 第 二 切 開 部 ５ ９ を 介 し て 体 腔 内 に 刺
入 さ れ た 医 師 の 手 に よ り 、 体 腔 内 部 に お い て ト ロ カ ー ル ポ ー ト ７ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 固 定 部 材 ７ ７ の 使 用 に 関 す る 上 述 の 実 施 の 形 態 と 同 様 、 第 二 切 開 部 を 介 し て 体 腔 内 に 刺
入 さ れ た こ の 部 材 は 、 体 腔 内 部 の ト ロ カ ー ル ポ ー ト 末 端 部 に 装 着 す る こ と に よ り 、 従 来 の
ト ロ カ ー ル 装 置 の 固 定 部 材 と し て も 使 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 示 し な い 実 施 の 形 態 で は 、 手 術 器 具 の 中 間 部 の 自 由 端 に は 穿 刺 ユ ニ ッ ト ７ ４ と 同 じ 穿
刺 尖 端 が 設 け ら れ 、 体 腔 壁 を 穿 刺 し て 第 一 切 開 部 を 形 成 し 、 同 時 に 形 成 さ れ た 第 一 切 開 部
に 中 間 部 を 刺 入 で き る よ う 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 器 具 セ ッ ト か ら ト ロ カ ー ル 装 置
を 除 く こ と が 出 来 る の で 、 セ ッ ト の コ ス ト を 実 質 的 に 低 下 さ せ 、 手 術 の 手 順 を か な り 簡 便
化 す る こ と に つ な が る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 示 し な い 実 施 の 形 態 で は 、 組 み 立 て ら れ た 装 置 の 内 側 ユ ニ ッ ト の 本 体 は 外 側 ユ ニ ッ ト
の 本 体 に 対 し 縦 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に な っ て い る 。 こ れ は 従 来 の Ｍ Ｉ Ｓ 器 具 に 備 わ る 特 徴
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 示 し な い 実 施 の 形 態 で は 、 内 側 ユ ニ ッ ト は 線 状 ス テ ー プ ラ の 縫 合 ヘ ッ ド で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 に 係 る 最 小 侵 襲 装 置 は 電 気 手 術 器 具 ま た は カ メ ラ ・ 外 科 レ ー
ザ ー ・ 医 療 用 内 視 鏡 な ど で あ る 。 こ れ ら の 器 具 は 本 発 明 の 主 な 特 徴 で あ る 、 外 側 ユ ニ ッ ト
と 、 内 側 ユ ニ ッ ト と 、 中 間 部 と 、 結 合 手 段 と を す べ て 含 ん で お り 、 そ れ ら の 相 互 的 な 配 置
及 び 用 途 ・ 使 用 は 上 述 の 外 科 ス テ ー プ ラ の も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 本 発 明 は 原 則 と し て 、 １ つ の ハ ン ド ポ ー ト と 、 １ つ の ト ロ カ ー ル 装 置 と 、 １ つ の 外 側 ユ
ニ ッ ト と 、 １ つ の 外 側 ユ ニ ッ ト に 対 し て 連 結 ・ 使 用 さ れ る 様 々 な 用 途 と 横 寸 法 を 持 つ 複 数
の 内 側 ユ ニ ッ ト と を 含 む 器 具 セ ッ ト を Ｍ Ｉ Ｓ に 使 用 で き る よ う に す る 。 別 の 実 施 の 形 態 で
は 、 器 具 セ ッ ト に は １ つ の ハ ン ド ポ ー ト と 、 い く つ か の （ 数 の 制 限 あ り ） ト ロ カ ー ル 装 置
と 、 同 じ 寸 法 の い く つ か の 外 側 ユ ニ ッ ト と 、 明 確 な 手 術 手 順 の 実 行 に 必 要 な 複 数 の 様 々 な
内 側 ユ ニ ッ ト が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 着 脱 式 の 内 側 お よ び 外 側 ユ ニ ッ ト を 備 え た 提 案 さ れ た 最 小 侵 襲 装 置 は 、 本 発 明 で 提 案 さ
れ た Ｍ Ｉ Ｓ の 実 施 の 形 態 お よ び 通 常 の 切 開 手 術 の 両 方 に 使 用 で き る 普 遍 的 な 器 具 で あ る と
共 に 、 従 来 の 小 型 機 能 ヘ ッ ド （ 内 側 ユ ニ ッ ト ） と 提 案 さ れ て い る 装 置 の 外 側 部 と の 組 み 合
わ せ と し て 、 従 来 の Ｍ Ｉ Ｓ に も 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 腸 管 輪 状 吻 合 の た め に 組 み 立 て ら れ た 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 輪 状 ス テ ー プ ラ の 全 構 成 要 素 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ン ビ ル ユ ニ ッ ト を 除 い た 後 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ン ビ ル を 延 ば し た 輪 状 ス テ ー プ ラ の 末 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 組 織 縫 合 開 始 直 前 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 組 織 縫 合 終 了 直 後 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 体 腔 内 に 刺 入 し た 状 態 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 被 縫 合 腸 管 部 が ス テ ー プ ラ に 固 定 さ れ た 状 態 の 輪 状 ス テ ー プ ラ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 縫 合 開 始 時 の 輪 状 ス テ ー プ ラ と 被 縫 合 腸 管 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 縫 合 終 了 時 の 輪 状 ス テ ー プ ラ と 被 縫 合 腸 管 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 着 脱 式 穿 刺 用 尖 端 を 備 え た 無 栓 子 ト ロ カ ー ル 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 体 腔 壁 へ 固 定 す る た め の 固 定 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 無 栓 子 ト ロ カ ー ル を 体 腔 壁 に 刺 入 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 無 栓 子 ト ロ カ ー ル が 体 腔 壁 を 通 り 抜 け る 瞬 間 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 無 栓 子 ト ロ カ ー ル に よ っ て 体 腔 内 部 か ら 体 腔 壁 に 導 入 さ れ た ト ロ カ ー ル ポ ー ト
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 無 栓 子 ト ロ カ ー ル に よ っ て 体 腔 外 部 か ら 体 腔 壁 に 導 入 さ れ た ト ロ カ ー ル ポ ー ト
を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

微创装置（参见图7）包括内部单元A，中间部分B和外部单元C.中间部
分是内部单元或外部单元的组成部分，并且设计成穿过套管针端口
（57）并且具有足够小于内部单元A的最大横向尺寸的最大横向尺寸。。
内部单元例如是外科缝合器头部的形式，经由手动端口（60）刺入体腔
（58），经由中间部分B与外部单元C合并，并通过手动端口（60）从体
腔中抽出。内部单元的最大横向尺寸足够大于套管针端口的内部开口。
此外，提供了一种连接装置，用于内部单元和外部单元的有效连接/分
离。
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